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12､3年 前迄の 日本経済は

米国のそれ を凌駕する勢 い

が有った｡現 在の日本経済力

は世界の2位 を確保している

ものの､生産性か ら見 ると20

数位 にランクされていると

聞く｡

バブル経済崩壊後､金融機関の不良債権の手間取 り､

産業の空洞化､中 国製品の台頭､企 業の大規模な リス

トラ､雇用不安による消費の低迷､最 近新聞紙上を賑

わしている一部の官僚､公務員の腐敗､種 々の規制､こ

れ等が一挙に噴出した感がある｡小泉内閣が発足 し､

日本経済の刺激策及び構造改革に大胆にリーダーシ

ップを発揮 しているところであ り､日本経済立て直 し

は世界か ら注 目されている昨今である｡又海外の一部

では日本人の勤勉さや国民性からいって案外早く米

国経済に追いつくのではないかとの見方が出ている｡

その様になれば嬉 しい事ではあるが､米国での生活及

び米国企業に勤めている33年 間の経験か ら言って米

国に追いつくには精神面や ソフ ト面で も改善が必要

である｡

第一にフェアネス(Fairness)､相 手が誰であっても､

良い事は良い､悪い事は悪いと言える土:壌と環境の構

築である｡ニクソン元米国大統領を辞任に追い込んだ

米国民のパワーがそれである｡

第二に自己責任､何 でも自由に発言や行動をしても

良いが､最終責任は自己にあると言 う考え方である｡

深夜車が一台 も通 らない赤信号で渡 らない律儀な 日

本人と思えば､通勤時に赤信号を集団で渡るのも同じ

日本入である｡赤信号で渡る途中で車に跳ね られた場

合､日本では運転者は前方不注意で罰せられるが､米

国では歩行者の不注意 と轡められる｡

第三に情報の開示､企 業が内部に隠 し立てする様

な情報は殆んど無いと思 う｡少なからず当社では全

てを開示 し風通 しを良くしている｡公的機関､特殊法

人が財務諸表や国民が当然知 りうるべき情報の開示

をしない為､さ まざまな悪の温床になっている｡

人が国家を担っているのは言わずもがなであるが､

知識の詰め込み教育か ら､知識を使って物事に対処

す る能力を増やす教育が必要で､特 に大学 に於 いて

は｢入 り易く､出を難 しく｣することで､学生は専門知

識 を庶二無二習得す るのではないか.そ んな意味で

文化的な 日本再生には10～20年 かかる気がするの

だが…｡



10月14日 か ら17日 にかけて実施致 しま したgoo年

度国際交流委員会企画 の首題が大過な く終 了した こと

を報告致 します｡ご 参加頂 いた会員28名､台 湾か らの参

加は89名 におよび､有 意義な交流ができた と信 じます｡

国立台湾大学 における14日 の 日本側9講 演,15日 の台

湾側の4講 演､14日 の同大学内で の懇親会､15日 の国立

台湾大学･呂 先生､環 境工程公會･播 先生は じめVIP6名

をお招 き しての晩餐会､そ して17日 の新竹イ ンダス ト

リアルパーク見学を3日 間に盛 り込 んだため､や や会員

の方 々に負担 をかける慌ただ しいプログラムで したが､

今後の ビジネス に何 らか のきっか けを掴 まれた と存 じ

ます｡参 加会員の皆様､お 疲れ さまで した｡

会計に関する報告ですが､頂 いた参加費を国立台湾大学

会場費､懇 親会経費､ギ フ トなどに使わせて頂き､最終的に

残金5万 円弱を会の資金に繰 り入れさせて頂きました｡

最後 に､交 流会の立案か ら実施 まで､間 然す るところ

がない綿密かつ真心 こもったお世話 を賜 りました呂先

生､ま た､ふ たつの懇親会設定 を頂 きました巴工業･台 湾

支社､貝 原様､王 様 に厚 く御礼 申し上げます｡

〈国際交流委員会 委員長 青木 裕〉

去 る2001年10月15､16日 の両 日､国 立台湾大学で開

催 されたLFPI､国 立台湾大学主催の 日･台液体清澄化技

術交流会に参加 してきました｡初 日は日本側か ら松本代

表幹事の講演 を始 めとして9件 の技術紹介があ り､翌 日

は台湾側 か ら水事情､環 境行政に係わ る話題提供 と､台

湾にお ける膜および水

処理技術の現況報告が

ありました｡ま た､帰 国

当 日の17日 午前 には､

台北市 南方､新 竹市 に

ある半導体 工業団地の

下水処理場 と半導体工

場 の超純水装置を見学 し､台湾 における水処理技術の現

状 を認識する機会 を得 ました｡

参加者の多 くは各大学の化学工学系関係者で したが､

業界か らの参加者 もあり我々LFPI組(現 地参加者を含む

28名)を 含め100名 程度の聴衆の中での交流会 となった｡

日本側か らの発表 に専門技術的な多 くの質問が流暢な

英語で成 されたが､小 生の場合に英会話力の問題で､意

思 が通 じたか どうか残

念な ところである｡台 湾

における外国語教育 の

成果を見て､っ くつ く英

語力の乏 しさを反省 さ

せ られ ました｡

台湾側か らの報告では､元 台北市の水道局長である頼

さんか ら､行政マ ンであ りながら行政サイ ドに偏 らない

台湾 における水環境の状況 について説明 して頂きま し

た｡台 北市では下排水処理 も進んでお り水源汚染のリス

クは小 さく､排 水水質 もIWOの 基準値 と比べて も見劣

りしな いとの ことです｡な お､漏 水 が多 く台北市水道局

が低圧給水を進めていることに対 して､二 次汚染を招き

末端給水の水質 を劣化 させている との現実 も耳 にでき

ました｡ま た､中 部･南 部では下排水処理が十分でなく水

道水源 の汚染が著 しく､今 や らなければな らないことは

下排水処理に尽きるということです｡会 場や懇親会で㈱

キッコーマ ンの古川 さんか ら台湾 におけるCO2削 減 に



関す る台湾の取 り組みに関する質問があったが､エ ネル

ギーを投入 して も環境保全が今やるべきことと理解で

きました｡

台湾側共催者 の台湾区環境工程工業同業公会の前会

長である播 さんは台湾の水処理メーカー台湾極水 の会

長であり､台湾 における水処理技術 の現状 を美 しい 日本

語で説明して頂いた｡ま た､懇 親会では｢日 本の皆 さんと

手を組んでグローバルにビジネスをや りましょう｣と い

う力強い言葉 を頂きました｡

新竹市半導体工業団地の下水処理場 は90%が 工場排

水を処理対象としてお り､日量16万5千m3を 処理するも

のでした｡工 場排水の受 け入れ基準は､BOD-60mg/1､

CODニ100mg/L､SS=60rng/L｡半 導体工場か らの排

水のため に日本 の下水よ りは白っぽい下水が流入 して

いました｡処 理目標はBOD≦30mg/L､COD≦20mg/1

との説明を受けま した｡日 本の標準活性汚泥法 に凝集沈

澱プロセスを付加 した高度なシステムが採用され､バ ナ

ナが茂る敷地 に水槽が配列されて いました｡な お､第1期

のシステムは活性汚泥ではな く回転 円板法が採用 され

ていました｡し か し､活性汚泥 の系列 を含 め､い ずれの沈

澱池 も嫌気性ガスが プクプクと出てお り､必ず しも良好

な処理状況とは思えない状況でした｡

見学 した半導体工場は台湾では最 も大 きい規模 の会

社(TSMC)が

保有する12イ

ンチウェハー

の 新 設 工 場

任AB-12)で し

た｡このTSMC

は ドイツ資本

が入っている

巨大 企業(資

本金129&9元､2000年 売上1662億 元､従 業員9500人)と

のことです｡

超純水製造装置は:LFPI会 員企業の(株)オ ルガノ製で

あ り､最 新のシステムが納入 されて いました｡処 理 フロ

ーは凝集→活性炭複層 ろ過→イオ ン交換(2床3塔)→2

段RO→ 脱気膜→紫外線酸化(UV)→ 混床式イオン交換

→UFか らなり､TOC≦1μg/L､SiO2≦0｡1μg/Z微 粒

子(0｡05μm)≦0｡2個/m:Lと い う最先端 グレー ドの超

純水を製造す るものです｡真 新 しい装置 は整然 と立 ち並

びPEEK配 管等で美 しく連結されてお り､最先端 の品質

をもつ超純水を送 り出しているものと確信 しました｡

なお､こ の半導体不況で本格生産 に至っていない状況

で したが､帰 路､工 業団地 の半導体 製造工場群を目の当

た りに見て､半 導体不況 に立ち向かう台湾の力強さを実

感 しました｡ま た､懇 親会での｢日 本と手 を組んで(本 土 に

進出 しましょう)｣と いう播会長の言葉を思 いだ し.半 導

体製造工場が 日本か ら台湾､台 湾か ら中国 に移 っていく

夢を見なが ら､空港 に向か うことにな りました｡

今回のスケジュール はLO日(日 曜 日)に 成 田を出発

しi日(水 曜 日)に 帰国する とい うタイ トな もので し

たが､帰 国組参加者2:名､無 事 にこなす ことができまし

た｡た だ天候 は､出 発 日の成 田は晴天で あったものの台

湾で は台風 の影響で､交 流 会初 日は曇 りか ら雨 ま じり

とな り､翌 日は暴風雨 の中タクシー を走 らせ会 場に駆

け込む という雨 に崇 られた技術交流会 にな りま した｡

｢言葉 の壁｣に 直 面 し､実 のある交 流 に入 り込 めなかっ

た という自己 の反省 を含 め､雨 模様 の この国際交流会

が｢雨 降って地固まる｣の 諺 にあるように着実 に発展す

ることを期待す るものです｡〈栗 田工業 ㈱ 澤 田 繁樹〉



日時:平 成13年10月5日(金)1':dO-1':00

場所:ヨ コハマプ ラザホテル 桜 の間(5階)ル･フ ァール

(最上階)

正会員･協 力会員出席数:28.委 任状:41合 計69(定 款 に

よ り成立)

プ1コグmム=

署総 会

恒例 によ り大矢会長 の議事進行で､矢 野幹事が第1号

議案(第5期 事業年度の事 業報告 と決算)を｢第5回 定時

総会資料｣に 基づき説明した｡規 格･標 準委員会 の分科会

の発足や実験 を伴 う講座などが前期の特色だった｡

第2号 議案では最初 に各委員会の3人 の委員長よ り今

期(第6期)の 事業計画について説明があった｡第 隈､松本

委員長/規 格･技 術委員会､標 準委員会:東 大 の迫田教授

を協 力会員 として迎え吸着部会 を発足させ る｡第2､青

木委員長/国 際交流委員会:今 期最初の行事 として前期

よ り計画を練ってきた台湾技術交流が10月14日 か ら実

施される こと､ま た今期の主要テーマは中国との交流で

ある.第3､卜 部委員長/広 報委員会IIT委 員会が広報委

員会 に吸収合併 されより機能的な活動 を目指す｡次 に再

び矢野幹事よ り資料 を参 照 しなが ら今期 の予算案 につ

いて説明があった｡収 入 は一般会員7社､ユ ーザー会員3

社の10社 の新加入 を見込み､支 出では前述 のよ うに吸

着部会が追加にな り､理事会が年4回 開催 となった｡

以上前期の決算 と今期 の予算が承認 されたあと､第3

号議案の役員改選では新任理事 と幹事が紹介 された｡理

事は前期で野尻理事が退任 され､現10名 留任で新 たに6

名 の就任が発表 され､承 認された<(株)ニ クニ 大 崎社

長､キ ュノ(株)木 戸社長､東 洋スクリー ン工業(株)廣 濱

社長､神 奈川機器工業(株)卜 部社長､斉 藤遠心機工業(株)

斉藤社長､伊 那食品工業(株)豊 岡専務〉｡幹事は浅井､小

島.牛 越､矢 野 の4幹 事が退任 され､現5名 留任で新たに

2名 の就任が発表 され､承 認された<(株)加 藤美蜂 園本舗

伊藤氏､栗 田工業(株)澤 田氏〉｡

続く第4号 議案では顧問(名誉会

員)増員として､向阪大阪府立大学名

誉教授､鈴木国際連合大学副学長(東

大名誉教授)の2名 が理事会で推薦

されたことが紹介され､承認された｡

最後の第5号 議案では､業 務の外

部委託が成果を上げていることから

日本フィルター㈱の事務局業務終了

を理事会で決定したことが大矢会長から報告され､橋本

副会長の発足以来4年半にわたるご助力に衷心からの謝

意が表せられた｡新事務局については鋭意検討中である

ことが付け加えられ､審議は終了した｡

翫 記念講演

ビジネス書 のロ ングセ ラー｢7つ

の習慣｣で 有名な フランク リン コ

ヴィー･ジ ャパ ン㈱ の井筒将文氏 に

よる｢ク ライアン トとのW亙N-WIN

を考 える｣と いうテーマで記念講演

が行われた｡途 中にゲーム感覚 の演

習 を織 り込みなが ら顧客 か ら信頼

を得 る営 業活動 の真髄 につ いて具

体例を交え､ビ ジネスを取 り巻 く環境に幅広 く目配 りを

しなが ら､わ か りやす く紹介 された｡本 講演 では氏の担

当す る営業研修のエッセ ンスが示 され､実 際には3日 間

かけて勉強す る内容である ことが司会者か ら紹介された｡

3｡懇 親会

大矢会長のサ ウジ体験 を踏 まえた 日本人ビジネスマ

ンへ の苦言を含 む洒脱な挨拶 と東洋ス クリーン工業㈱

の廣濱社長の乾杯の音頭で始 まった懇親会は､い つ もの

よ うに談論風発､有 意義な技術交流 の場 となった｡な お､

特別表彰 としてLFPI発 足か ら今 日まで事務局の大任 を

果た された 日本 フィルター㈱橋本社長に対 して､大 矢会

長よ り感謝状が授与 され.長 年 のご功労に会員か ら大き

な拍手がおきた｡〈 幹事会･青 木 裕〉



11月19日､JR根 岸線新杉田駅で金沢シーサイ ドラインに

乗り換えて福浦駅下車徒歩10分 のところにある､当会のユー

ザー会員､㈱ 加藤美蜂園本舗の伊藤新次さんを訪ねました｡

これまでのニュースレターは皆様の寄稿で成 り立っていま

したが.本稿は当会で活発に活動されている伊藤さんの生の

声をできるだけ忠実にお伝えすることを目的としています｡

◇伊藤｣cんがMRCで 活動されていた97年 頃､その会計事務局だっ

た横浜国大の松本教授のところに出入りしていて､そこでLFPIの設

立準備をやっていた矢野さん(元日本フィルター㈱)とお会いにな

ったそうです｡

もともと他の研究会の世話をするというのを昔か らよくや

ってたんですよ｡そ ういうことで､す一っと入っていけたと

いうのと､設立 したときの矢野さんを知っていると言うこ

とですんなり入っていけたんですよね｡

◇まずOFFの 全般的な感想をお聞きしました｡

工業会 というのは誰が何言っても業界の集ま

りですか ら､どっちかって言えば､損 得だ とか

しがらみとかが常にでるところで しょ｡だから

まとめるというのはたいへ んだと思います よ｡

研究者だけならそんなに利害関係ないか ら研

究会みたいなものは作 りやすいんですよ｡工業

会だと何か決めるんでも決まらないのが普通

で､LFPIが うまくいっているというのは矢野

さんみたいな入がいたというの と､ユーザーが

入るというのがよかったと思うんですよ｡この

間規格標準委員会で呼ばれた時も､自分たちは

お客ですよね､だからきついこと言えるんです

よ｡工業会の人の製品を集めてひとつの商品を

作 る訳 なんです よね｡使 う立場 として､ユ ーザーの皆 さんは

意見を持っているんです｡メ ーカーの人が聞 くチャンスが

あるというのでユーザー会員がいるというのがいいんです

よね｡で もユーザー会員は半分はほしいですよね｡前 の基礎

実験の時はユーザーの方の参加も多かったですが､そ ういう

ユーザーにフォーカスした活動を地道にやっていかないと

(ユ ー ザー会員 は)増 えていかないです よね｡

◇入会 して収穫はあったのでしょうか｡

収 穫 あ りました よね､例 えば選択肢､い ままでは納入 業者 の

中か ら選 んでいたのが､プ レフ ィル ターだ とか｡ポ ンプだ と

か､ユ ーテ ィリティだ とか､選 択肢 が広が った｡プ レフィル タ

ー買 うんで も､今 回 どっか ら買 お うと思 った ら､こ れだけメ

ーカー(会 員)あ るか ら｡逆 にキ ッコーマ ンさんだっ ら､(収 穫

は)少 ない と思 います ね｡古 川 さん(キ ッ潔一マ ン㈱)が 黙 っ

て座 っていればメー カーが来 るか ら｡僕 らだ と､ハ チ ミッ屋

さん､そ んな ところか らプ レフ ィルター なんかに結 びつかな

いで し ょ｡結 びつかない とい うことはそ こに商売 に行 ってな

い｡逆 に言 うと商売や る方 も､気 がつかない商売場所 というの

がい っぱいあるんだ ということがわかるんです よね｡み んな

が商売行 けるわけで もないし､見 れるわけでないんで､カ タロ

グ集みたいなホームペー ジも大事です よね｡

◇ユーザー会員としてのメリットはありますか｡

基礎講座 とか.こ の間一回実験やりましたが､あ

あいう一企業ではできないことを恒久的にやっ

て くれれば｡だか ら若いのには基礎講座には全

部出させているんですよ｡その分だけ会社の負

担は少なくなりますし｡他の会社の人を見れば

頑張 らなくてはと思うし､あるいは自分に自信

がつきますので｡そ ういった面では有効だと思

いますね｡必要だから参加するんですよ､だから

中小がもっと入 らなければだめなんだと思いま

すよ｡申小ができないところってあ りますよね｡

僕らはユーザーですから直接生産技術を学ぶっ

て言うチャンスはないわけですよね｡メ ーカー

さんにもそういうところに出てくればアピールするチャンス

ができるわけですよ｡キッコーマンさんやキリンさんなら自

社にそういうシステムがあるのでそれほどはいらないわけで

しょ｡うちらぐらいのところにそんなものがあるわけない｡教

育システムも実験を組むということもできない｡そ ういうこ

とって､も ともと金かけてやっているんですが､偏った教え方

と競争がないから自分がどこまでいっているかわからない｡

だから中小の教育っていうのは難しいのでそういうものをや

ってくれるのを工業会に期待したい｡そ ういうものがあれば

ユーザー会員がいる意味があるんですよね｡この前の実習に

協力したのも､工業会特有の技術だけ出していれば終わるん

だうということを懸念 したからなんです｡飲料メーカーに限

ってみても､中小の下請けというのは100'社 じゃきかないく

らいあると思う｡そういうところはフィルターでも熱交換器

でも言われて使っているだけで､自分たちの技術があるわけ

ないので､そ ういうところの人を会員に呼んで､教育をしたり

技術情報を出したり漸 しい生産機械をプレゼンテーション



す るとい うチ ャンスを作 る､そ うい うことが必要 だと思い ま

すね｡メーカーとユーザーの数が揃ってくればそ

ういうことができるんですよ｡みんな機械を買っ

て くれるのは大手ばか りと思っているんですよ｡

でも中小 こそ需要は大 きいし､技術を必要 とす

る｡ユ ーザー会員イコール中小 と思っているか

ら､我々のところは毎回人を出すんですよ｡工業

会に有名企業を入れる必要は全 くないと思いま

すよ｡その技術 を得 られない企業を会員として

呼ぶべ きなんです｡将 来はインターネット会員

とかを作って､年 に1回､2日 間くらい合宿をする

とか｡さ っきのプレゼンテーションということ

であれば､や は り検索機能があるバーチャルカ

タログが必要でしょうね｡

◇某社が2ヶ 月やってできなかった分離を1日でこなしたことに

関連して｡

膜をや りながら分析力がないとできないんです よ｡うちは

研究 と品質管理を分けるほど人的余裕がないからそうな

ったですが､自 分で全部や らないと無理なんです｡日 本の

システムが問違 っていると思うんです｡最初か ら一人でや

っているといろいろなものが見えてくるんです｡研 究やっ

ている人は研究だけ､品 管は品管だけ､製造技術は製造技

術だけ､そ んなことやってたらトラブル出ますよ｡今､要 求

される技術像はそ うい う各分野に精通 したジェネラリス

トです｡そ れだけにますますや らない といけない｡う ちな

んかみんな自覚を持ってや っています｡ほ ん とに､も のが

できるのが勝ちだから｡

◇規格標準化について:の一言｡

現実に.イ オン交換樹脂ではもううちの会社は海外には勝

てない｡標準化できるものは標準化して灘ス ト下げて､レー

バー禰ス トは下げれば何 とかなるけど.日本の場合 システ

ム悪 くて高いでしょ｡だか ら規格標準はやるべ きことなん

です｡全 部統一してそこか らもっといいキャラクターを持

ったものを作るべ きなんです｡

◇伊藤さんご自身のことをお聞きしました｡

農学部出身で今やっていることは化学工学で､化 学工学の

わ りには花をやった り､ミツバチ飼 っていた り､また貿易

が得意だったり｡貿易は僕の仕事ですか ら｡これは責任者

ではなくて担当ですか ら｡社長が買い付けて､僕 が受ける

方｡研 究はむしろサイ ドビジネス｡(海 外取引において､売

る側 は)知 らない奴には何言って もいい､い つ騙 してもい

いという世界なんですよ｡ハチ ミツをちゃんと持って きて

国内で使 えるようにするのは僕の仕事ですか ら｡僕はそれ

だけで会社から金 もらっていると思ってるんです｡

◇異業種交流の意昧について｡

化学工学がこの工業会のメインの学問ですが､皆 さん式 と

か最初に考える場合があるでしょう､そ うゆ

う場合､も のができるのが少 し遅れることが

あるんです よ｡式 をやっている問に､僕 らにも

の を作 られているんです よ｡本 来は化学工学

って､も のが適切にできなきゃいけない学闘

でしょ｡も のができてか ら最適条件の設定や

原理 を他の生産に役に立てるよう式をたてれ

ばいい｡僕 らは化学工学の人間でなかったか

らそ ういうのがけっこうよく見えて､裏 を取

られて商売や られてる｡だ か らいろんな学問

の人と交流 した り､い ろんな業界の人と話を

す るというのは価値が あると患 うんです よ｡

そ ういうこと考 えた ら1:FP1も 役 目は大 きい

と言 うこ とです よね｡

◇最後に､広 報委員のお立場から｡

た だホー ムペ ー ジ作 るの はたいへ んです よね｡現 在､形 が

あ るだけで全 く機能 してい ないですね｡僕 らサ ラ リーマ ン

にそ うい う作 業が で きるか とい うとで きないです よね｡結

局 リ タイ ヤ した 人や女性 の離 職者 な どに手伝 って も らわ

な い と無理 で､そ うした人 を使 い こなせ るか が､こ れか ら

の工業 会が ち ゃん とで きるかで きない かに関 わ って くる

と思 い ます｡そ うい うシステム を作 りあげ られ るか､そ し

てそ れを作 り上 げるだ けの リーダLシ ップをLFP亙 と して

とれ るか とい うこ とだ と思い ます｡そ うした ビジ 瞬ンとき

ちん と した組織 とシステムがあ れば､言 わな くて も会 員が

入 って きます よ｡〈イ ンタ ビュー&文 責､広 報委員 青木 裕〉

伊藤新次cん の略歴1952年3月､神 奈川県生まれ｡74年3月､

明治大学農学部農芸化学科を卒業後､同 年4月､(株)加 藤美蜂園本

舗に入社され､現 在､研 究､生 産技術､貿 易を担当される｡試 験研究

室･室 長｡ハ チミツ､膜 分離に関する著述多数｡



去 る1:月20日､ヨ コハマ プラザホテル において､日 本

液体清澄化技術工業会技術委員会LCP分 科会主催 の講

演会､｢プ ラスチ ックリサイクル技術セ ミナー｣が 開催 さ

れた｡昨 今､家 電 リサイクル法 を始 め とした循環型社会

を構築す るための法整備がなされて いく中､プ ラスチ ッ

クのリサ イクルに関連 した3つ の内容が報告された｡今

まで､｢も のを売るだけ｣と 言われ続 けたプラスチ ック業

界､そ のリサイクル に関して最新動 向を垣間見 ることが

できた｡

本工業会の代表幹事､松 本先生 よ

り開会のあいさつをいただいた後 に

本講演へ移 り､第一講演､｢塩 ビ管･継

手 の一貫 リサ イクルシステム につ

いて｣塩 化 ビニル管･継 手協会 環

境 リサイ クル対策室 部長､松 澤俊

彦氏よ りご説明をいただいた｡硬 質

塩化 ビニル管 は､強 度､耐 久性､耐 食性 に優れ､平 滑で流

水抵抗が低 く､安価 であるため上下水道や農道､工 場配

管な ど幅広 い分野で応用 されている製品である｡た だ､

改修工事や解体等で年間3万5千 トンの塩 ビ管･継 手が排

出されてお り､そ の処分 を対象 とした リサイクルシステ

ムの必要性が提唱され､塩 化 ビニル管･継 手協会 が1998

年12月 よりそのシステム運用を開始 した｡当 初､オ ラン

ダで行われて いるシステムを もと

に導入 はしたものの､抜 本的な見直

しを行 った後､一 貫 リサイクル シス

テム を再度立案､本 年4月 よ り強化

システム にて立ち上げている｡現 在

1ト ンあた り300円 で買い上 げる有

価 買い入れ方式を採用 した上で､各

県 にそ の受 け入れ拠点 を設 置 して

お り､そ の排水用 リサイクル硬質塩化 ビニル管は平成13

年度国土交通省機会設備工事共通仕様書製品にもな っ

ている｡

第二講演は､｢廃FRP製 晶のiサ イクルーセ メン ト原

燃料化 について｣で､(社)強 化 プ ラ

スチ ック協会分室FRP再 資源化 実

証セ ンター､東 海林 芳郎氏よ りご講

演いただいた｡強 化 プラスチック協

会はそ の産業発展 のた め リサ イク

ル を含 めた廃棄物処理 問題 に取 り

組んできた｡そ の中で､新 エネル ギ

ー･産 業技術総合開発機構(NEDO)

か らの委託 を受け､平 成1`年3月 に｢FRP再 資源化実証

システム研究｣を スター トさせた｡1年 間の実証研究 で

FRPを 粉砕､セ メン ト原燃料 にす る方法を開発 したが､

現在は市場 に受け入れ られ る処理 コス トをいかに実現

していくかを課題 としている｡現 在 の埋 め立てコス トは

最終処分費用 として20,000円/ト ン､現 状 はそのi～

2.d倍 程度 となってお り､廃FRPを 効率よく収集･運 搬す

るためのネッ トワークの確立 も重要課題 として挙げ ら

れている｡

第三講演 は､｢水 処理設備か ら発 生す るろ過材な どの

使用済みプラスチックのリサイクル技術｣に つ いてダイ

セル化学工業㈱企画開発本部主席部員､浅 見正廣氏よ り

ご説明いただいた｡ダ イセル化学㈱な らび に新 日本製鐵

株は､新 エネルギー･産 業技術総合開発機構(NEDO)の

委託 を受けたク リー ン･ジ ャパ ン･セ ンターに協力し､塩

化 ビニル を含む使用済 みプラスチ ックの リサイ クル技

術確立のための試験プラン トを建設､技 術開発を行った｡

本開発でのポイン トの一つに､地 球温暖化に影響を及ぼ

す二酸化炭素の排出をできるだけ抑える点があ り､新 日

鐵が既 に保有 している部分酸化技術 とダイセル化学の

化学原料ガスを利用 した研究とを組み合わせ､2004年 に

年間5万 トンの能 力を持 つ実証プ ラン ト建設へ向け､事

業化 を視野 に入れ進めている｡セ ミナーの最後にはろ過

材な どの使用済み合成繊維 リサイ クルに関す る全体 の

質疑応答があ り､基本的に様々な材質が含 まれているろ

材の再生利用の難 しさ､収 集･運 搬等のシステム構築 の

重要性な どが提

案された｡

そ の後､LCP

分科 会 幹事､石

川先生 よ りセ ミ

ナー 閉会 のあい

さっ をいただき､

場所 を移 した後､

懇親会が 開かれ

た｡プ ラスチ ックの リサイクルに関 してはその重要性 を

十分理解 してはいるものの､経 済性 と国内法整備 に関す

る動向が今後の経営判断に影響 していくもの と思われ､

各社各様の思 いがあ り､そ の遂行 の難 しさを感 じた1日

であった｡〈 広報委員会〉
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NGKセ ラミックiッ ジフィルター

〈製品概要>NGKセ ラミックカー トリッジフィルターは

当社の自動車排ガス処理用 のハニカム構造を応用 し､フ

ィルター濾過層全体が均一にデッ ドエ ン ド濾過及び逆

洗ができる特殊な構造を したア

ル ミナ質 のフィル ター です｡ク

ロスフ ロー濾過 の場合､濾 過差

圧上昇後は薬液洗浄 にてフィル

ター再生 を行 いますが､本 製品

は使い捨てタイプの安価なセラ

ミックカー トリッジフィルター

です｡

牽醐P禰社/スパイラル型MFモ ジ甑一ル/AF雁U-AHT-7黛40H

〈製贔概要〉このスパイ ラル型MFモ ジュールは､流 路 〈ス

ペーサー〉が広 く､SS分 の高い液体での使用で､流 路が閉

塞 しに くい設計で製作 されました｡食 品分野では特にろ

過 目的で使用 されてお ります｡又､殺 菌は熱水にて行なえ

る材質で構成されてお り,サニテーションが可能です｡基

クリーンスチーム発生装置

本膜材質 はPVDFが 採

用されてお り､耐 薬品性､

高 い洗浄 回復性 を示 し､

安定 した運転が供給 さ

れます｡2.;イ ンチ型､4

イ ンチ型､8イ ンチ型が

供給可能です｡

〈製品概要〉小型可搬式のクリーンスチーム発生装置です｡

独 自のサイクロン分離方式の採用で高純度のクリー ンス

チームが得 られます｡間 接加熱方式のためリボイ ラー式

で､パ イロジェンフリーに対応可能です｡問 題になるヒド

ラジ ンが含 まれないので安全

で あるとともに､赤 錆 な どが

発生 しな いた め､蒸 気 フィル

ター を使用 しな くて済 み､ラ

ンニングコス トも削減できま

す｡ま た可搬式 であるためサ

ンプリングバルブな ど装置末

端部への移動が簡単で部分殺

菌に最適なシステムです｡

〈蒋 長･仕 様 〉

本製品はセラミックスの有する耐熱性､耐 蝕性､高 強度､耐 久性の特長

を維持し､逆洗を繰り返すことによリフィルター交換寿命を永くする

ことがでぎます｡フ ィルター寸法はφ62×250～500L､膜 面翠糞は

O.25～0.5m($uperscrlpt:PC)/本､公 称細孔径はf.1､Oお､1.E8､

20μmの 贔揃えがあります｡初 期透水量は圧:カO.署M隔､常 温にC細

孔径0.1μ 搬の場禽LO鵬($uper$orip℃:r4>/r頭sup餅$oript:鋤･H､細

孔径C,5μmの 場禽2.C($uperscript:rL)/r($UP6r$or賦:FL>十iで

あり､除菌性能はともにLRV4～c以 上です｡主 な用途として用水前

処理､仕 込水の除菌､食 品分野の満澄化､溶 剤･機 械油の清澄化の分野

などに適用できます､

i<フィル テック株式会社

〒253-QO7神 奈 川県茅ヶ崎市萩園2791

TI(o聡7遷5一 雛 蕊F(o聡7)鍵5一 ㊨7購

URL:http://www灘gk.cojp/

〈特 畏･仕 様 〉

①安価なスパイラル型MFモ ジュールで､流 路が広く設計され

て:いるので､$$分 の 高い､又 嫁 粘度の高い液体 に対応が出来

ます｡特 に食品分野では,清澄ろ過 に使用されており珪 藻土ろ

過の代替技術になるものです｡耐 熱性も特長の一つで,熱水殺

菌も可 能です｡② ボアサイ ズ:0｡1ミ クCン ③面 積:16｡5

m2/Fイ ン チ型④スペーサー:2mm⑤ 膜材質:PVDF⑥ 許 容

PH:2-11c.,⑦FDA対 応仕様も供給出来ます｡

有 限会社 工ニーエンジニアリング

〒141-0031東 京都 品川区西五反田8-7-9

Ti(vO)銭437-7$灘5FA》 《(a:)§437-7霊6嚢

〈糖長･仕 様 〉

①機器､配 管類はサ:=タ リー仕様 とし.ClP洗 浄 効果の向上を

図りました｡② 降水管作用 により.蒸 気 の突沸現象が有りませ

ん｡③ 可搬式タイプで移動が簡単に行えます｡④ メイン配管に

クランプ継手を採用.分 離が簡単に行えます｡⑤ 赤錆､ゴ ミなど

が一 切 発生 しませ ん｡⑥ 供 給 潔イラー 蒸気 量 が飽 和 蒸気

O.7Mpa､26K響/Hrで クリーンスチーム20K蕊/卜{rを 発 生し

ます｡⑦ 原水 を精 製水 とした 時､ク リー ンスチ～ ム純 度 は

5us/cm以 下､そ の凝縮水はエンドトキシン025恥/翻 以下

で注射用水として使用可能レベルです｡

大 阪サニタリー金属工業協同縄禽

〒56a-105;大 阪府摂津市鳥飼本町i丁 目7-4d
`TEL(072)5躇 一輪鰯 騨Ax(072)麟 一〇露o

URL:http://www.sanitary｡◎ 凱lp/



窃隈金社工ニーエンジニアリング
当社は分離技術 を主 とす る目的で創立されました｡膜

分離技術は歴史としておよそ30年 程 と思いますが､当 社

は20年 余 りの この分野の技術経験者で構成 される膜分

離エンジニアリング会社です｡製 品の部品の一つである

膜そのものは国内外よ り調達 しています｡イ オン交換膜

とUFROに 代表 される膜分離技術は今まで,別 個の物

と考え られて来ましたが,当 社はこの両技術の利点 を生

か した組合せ技術 も目的 と致 します｡も う一つの 目的は

珪藻土ろ過 の代替技術 として､MF等 の技術開発 も致 し

ます｡特 に米国P'1`社 のスパイ ラル型MF膜 は当社が,最

近､力 を入れて いる商品です｡食 品の清澄ろ過及び濃縮

において､設 備 の省エネ も大事で あることは勿論です

が､サ ニテ ーシ ョン技術 を考慮 し設計す ることが最 近

重要なファクターとなってきたと思います｡

今後 も､よ り一層 当工業会 の皆様 と共 に技術 向上を

図 り,努 力 したいと思 います｡今 後 とも御指導,御 鞭燵

を賜 ります様御願 い申し上げます｡〈 朝枝 茂〉

チッソフィルター株弐金社
当社は原 料か ら最終製品まで一貫生産 している世界

で唯一の フィル ター製造 販売会社で℃Pフ ィルターに

代表 される､熱接着複合繊維 という特殊な素材を利用 し

た｢ほ ん まもん｣の 深層 ろ過型 のカー トリッジフィルタ

ーをお客様 に供給す ることをめ ざしチ ッソ株式会社か

ら独立.199;年6月､設 立されました｡

ろ過のコンセプ トは高空隙率の多孔質繊維濾過体 に

よる高流量 低圧力損失繊 維密度勾配によるロングライ

フ､ノーバイ ンダ熱接着 によるファイバーフリー繊 維径

と繊維密度勾配の調和による正確なろ過精度の実現､さ

らに高荷重が加わって も破壊 しない耐強度 のあるカー

トリッジフィルター を商品開発 し､お客様 の多様なろ過

のニーズに応えることです｡

会社設 立後､ノ ンオイル熱接着繊維製深層濾過型 の

BM℃PⅡ ℃SWフ ィルター(熱接着不織布使用 の糸巻 き

フィルター)表 面 ろ過プ リーツ型のPFフ ィル ターなど

あ らゆるろ過の多様なニーズ に応えるべ く品揃えを し､

さ らにきめ細かなろ過分析サ ービスでお客様 に最適 な

ろ過情報を提供 し､ご好評 を得てお ります｡

当工業会 には､昨年!c月 入会 し､規格標 準委員会ろ過

部会の分科会A｢プ レフィルター｣に 参加 してお り､今後

とも会員の皆様 と共 に業界 の発展に貢献 して行きたい

と考えています､〈 木村 明夫〉

糞錨工業株式金社
当社は1338年(昭 和13年)創 業の金網メーカーで約63

年の実績 を有 してお ります｡1950年 ステ ンレス鋼線が試

作された と同時に国産第一号のステンレス製金網を世に

送 り出し､そ の後 鶏76年 チタン金網 もと､次 々に新素材

をもとに幅広 い産業分野に進出､ま たMESHの 開き 目も

時代 とともに小さくな り現在では綾畳織3600MESH(公

称4μm)に 至 り､エ レク トロフォー ミング技術などによ

り2μmま での製作が可能 とな り､先端技術開発などのお

役 に立つ ことによ り皆様 よ り高い支持を得てお ります｡

約5年 前に開発 した高耐食性･有 磁性金網｢マ グネステン

(r)｣は万一金網が破損 し､その金属線が製品に混入された

場合､磁 石に反応し､ま た金属検出機などで容易に除去 さ

れ､そ の上塩素系などの液体中雰囲気中にあって も高い

耐食性を示す金網であ り､現在125μmま で製作実績を有

し､食 品産業､化 学工:業と幅広 く利用されています｡こ の

会に入会させていただき皆様に再度｢金 網｣と いうろ材ま

たはサポー ト材を思い出していただ くと共に今後とも何

卒宜 しくご指導を賜 りたく存 じます｡〈 寺田 勝信〉

菓洋紡工ンジニアリング株弐金社
当社は,197年7月 に東洋紡績㈱ によ り繊維プラン ト

エ ンジニア リングを主業務 として設立 されて以来､時

代の変化 に対応 し､業 務 を拡大 して まい りました｡近 年

バイオ､メ ンブレン､コ ンピューターソフ トな どの新 し

い分野 にも積極的に進 出するため各々事業部を設立 し

てまいりました｡

さて､当 社 の事業部 の中で昨年か ら当工業会 に参加

させて頂いているのは科学機器事業部 アクアシステム

部です｡1985年 に東洋紡か ら事業 を受継 ぎ､RO膜 を主

体 にした 医療用 純水･無 菌水装置 を主 に製造･販 売 し､

医療業界では高い評価 を得て まい りました｡

ところで各産業分野 における目覚 しい新技術 の発達

や高度な性能 を有する製品の製造のために､よ り高純度

でしかも良質な精製水が今後も益々求め られています｡

私達 はこれ らの要求 に応 じるため2(年 間培った純

水･無 菌水製造 ノウハ ウと経験 をベース にし､高 度に処

理された水 の製造 を目標 として､こ れ ら産 業界 に貢献

できる ことを確信 しています｡

微力では有 りますが皆様方 と一緒 に当工業会の発展

並び に社会に貢献 したいと考えています｡〈宮本 義規〉



本 シンポジウムは韓国膜学会(TheMembraneSOcie-

tyofKorea)と 韓国産業資源部(MOCIE､日 本の経済産

業省に当たる)技術標準院(略称KATS,AgencyforTech-

nOlogyandStandards,日 本の旧工業技術院に当たる)

の共催で､10月17日 にKATSの 講堂で開催された｡KATS

のオーガナイザーであるDr､HyangSun(宣 響博士)か ら

松本幹治先生に講演依頼があったが､松 本先生が同時期

に台湾 に出張 ということで､ま た､偶 然にも宣博士が私

と同 じ部のボス ドクであった ことか ら私 と知己であ り､

門外漢の私が代理で講演 を引き受けることとなった｡

KATSが あるKwachoen(果 川､Gwachoenと も記載さ

れる)市はソウル特別市の南西に位置 し､ソ ウルの中心部

か ら地下鉄で30分､車 で20分 の距離 にある｡MOCIEの

他､法 務部(日 本の法務省 に当たる)な どを移転 させて

作 られた行政都市 とのことである｡

本 シンポジウムは､米 国のPorousMaterials,Inc.と い

う膜細孔径測定機器のメーカーか ら招かれた技術者 と

私の他は韓国語の講演であったので､詳 細な内容は理解

不能であったが､幸 いに して宣博士が 日本語 を喋れ るた

め､こ こに記載 されている情報のほとんどは彼 との雑談

によって聴取された ものである(た だ し､彼 の 日本語 は

不完全なので､間 違いが含 まれているかも知れないこと

をお断 りしてお く)｡本 シンポジウムは韓国膜学会 と共

催の形ではあるものの､実 際にはKATSと いくつかの企

業がスポンサー となって開かれたものである｡要 旨集に

は"The2ndStandardizationofIVIembrane:"と あるの

で今回が2回 目であろうが､こ れか らもKATSの 膜の標

準化 に対する姿勢が伺える｡

宣博士はISOの 会議な どにも出席 しているそ うだが､

政府だけではなく､メ ーカーか らも標準化の要望が強い

という｡そ の理由 として､韓 国の膜 メーカーにはベ ンチ

ャーが多 く､そ ういった中小企業が韓国の財 閥系企業に

製品を売 り込むには､標 準規格 に則 っている ことが必須

であるか らだとい う｡こ こでいう標準規格 とは､LFPI規

格･標 準委員会で制定 を目指 しているような高度なもの

ではな く､例 えば耐酸性 とか耐圧 とか といった､か な り

基本的な ものである｡彼 らは膜の標準化 に関 しては日本

のJISが 世界で最 も進んでいると考えているそ うで､今 回

日本側に講演を依頼 してきた理由もそ こにある｡

なお､宣 博士 とは個人的に親 しいので､さ らに詳細 な

情報を入手したい方には ご紹介するので､私 宛 ご連絡い

ただきたい｡

〈規格･標準委員会 世話人/産 業技術総合研究所 金森敏幸〉

c年 第1回LF闘 見学講演会のこ案内

この度 の企画 は栗 田工業㈱ のご協力で同社 の｢水 のゼ

ロディスチャー ジシステム｣と いう水の リサ イクル施

設の見 学､お よび工場 の水利用 について最適カスケー

ド処理 を実現す るための技術 について講演を予定 して

お ります｡会 員多数の参加を期待 します｡

日 時:2002年3月8日(金)13:00-18,01

場 所:栗 田工業(株)事 業開発センター(栃木県野木町)

見 学:水 リサイクル施設の見学

講i演:ピ ンチテクノロジー(水利用最適化システム)について

*詳 しくは追って送付される案内状をご覧下 さい｡

液体の分離清澄化技術墓礎異験講座《c)のこ案内

LFPIで は､｢液体の分離清澄化技術基礎実験講座(2)｣を開催し

ます｡前回に引き続いて､各単位操作の基礎についての講義及

び､グループに分かれての実験を予定しています｡基礎技術を

身につける良い機会ですので､ふるってご参加ください｡

日 時:2002年3月19,20日(火､水)の2日 間

場 所:横 浜国立大学工学部

実習内容:1砂 ろ過によるろ過(担当:(株)トーケミ)

2.不織布プレフィルターの特性(担当:横浜国大)

3.精密ろ過膜の性能評価(担当:ザル トリウス(株))

受講料:20,000円 懇親会参加費:3,000円 定員:27名

*詳 しくは追って送付される案内状をご覧 ください｡

国際交流委員会からのお知らせ

当委員会では2002年 国際交流企画 として､中 国 との

技術･ビ ジネス交 流を考 えてお ります｡前 年度同様､ツ

アー を組んで現 地に赴 くのが最終 目標ですが､そ れに

先立ち､中 国 ビジネスに精通 され た識者 を招聰 しての､

｢中国 ビジネスを考える｣と い う講演会開催 を計画中で

す｡現 在､中 国大使館の 日本担当官 の方や 中小企業 との

ビジネス に奔走 された邦人の方 にご登壇 を打診 してお

り､02年1月 中 に正式な ご案内を申し上げる予定です｡

ご期待下 さい｡〈 国際交流委員会 青木 裕〉

現時点での会員数は98社(個 人会員1名 を含む)で す｡

(H13年12月3日 現在)

新入会員 推薦会員

野村マイクロサイエンス㈱(一 般会員)向 阪名誉会員

日本鋼管㈱(一 般会員)松 本代表幹事

退会会員

東京製綱㈱(一 般会員)

中尾フィルター工業㈱(一 般会員)

編集/発 行:日 本液体清澄化技術工業会 広報委員会
住所凍京都渋谷区千駄ヶ谷5-27-7日 本ブランズウイックビル4F
T鉦…L(03)3350-5799FA;(03)3350-5779
LFPIホ ームページhttp://wwwJf凱org
*事務局の連絡先が変わりました


